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７． ヤパカニ地域農家アンケート結果 

 

 

 以下のデータは、ヤパカニ地域の畜産農家 442 戸を対象としたアンケート結果である

（国道沿いの南北2.5kmの畜産農家を除く）。本結果は、国立家畜改良センターのBautista 

Zurita Iriarte 及び J. Carmelo Rivero Sarmiento が調査し、取りまとめたものである。 

 

農家経営 

主要な収入源(上位 2位まで回答) 

収入源 農家数      ％ 

農業 206 23 

果樹 42   4 

養鶏   0   0 

乳生産 323 36 

肉生産 278 31 

その他 35  4 

合計 442 × 2 100 

その他；商店経営、運送業、アルバイト等 

 

畜産農家のタイプ 

牛飼育のタイプ 農家数      ％ 

酪農 50 11 

肉牛生産 10  2 

兼用 382 87 

合計 442 100 

 

ヤパカニ地域の牛飼養頭数 

飼養頭数 農家数 農家数ｘ飼養頭数 農家数割合 

0～10 82  561 18.5 

11～30 228 4,414 51.6 

31～50 83 3,376 18.8 

51～100 39 2,507 8.8 

101～200 9 1,162 2.0 

201～300 1   215 0.2 

合計 442 12,271 100.0 
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生産物の販売 

生産物 農家数      ％ 

チーズ加工及び自家消費 283 78 

牛乳工場への販売 50 14 

直接販売 31      8 

その他        ０      0 

合計 364 100 

 

負債の有無 

負債 農家数 多額 小額    ％ 

負債あり 52      6 46 12 

負債なし 390     ―  ― 88 

合計 442   6 46 100 

 

農家で働いている家族の人数、雇用者数（常用、臨時） 

労働者を雇用している農家数 農家労働の源 人数 

常用 臨時 

常時労働者数と臨時

労働者数の割合（％）

農場で働く家族総数 2,233 395  － 89 

農家が雇用した労働者

総数 

620 47 258 11 

合計 2,853 422 258 100 

 

社会環境 

牧場主の教育レベル 

教育レベル 牧場主数      ％ 

小学校卒 323 73 

中学校卒 47 11 

高等学校卒 18   4 

未就学 54 12 

合計 422 100 
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農家のスペイン語のレベル 

レ ベ ル 評 価 ス ペ イ ン

語 の レ ベ

ル 

聞く 話す 読む 書く 

レベル別平

均農家数 

  ％ 

正常 310 289 125 125 210 48 

飼養牛の構成 

カテゴリー別飼養頭数 

カテゴリー 頭数 カテゴリー別割合 

0-１歳令 子牛 1,323 10.8 

0-１歳令 雌子牛 1,316 10.7 

1-2 1/2  若牛 1,641 13.3 

1-2 1/2  若雌牛 2,613 21.3 

＞2 1/2 雌牛 5,074 41.3 

＞2 1/2 雌牛 304 2.5 

＞2 1/2 去勢牛      0   0 

合計 12,271 100 

 

歳令別種牛 

   令 近親種牛頭数 種牛頭数 全種牛頭数 割合(%) 

3-4 歳令 20 115 135 66.5  

4.1-5 歳令   9 36 45 22.1 

5.1-6 歳令    ― 15 15 7.4 

6.1-8 歳令  3   5   8 3.9 

全頭数 32 171 203  

割合(％) 15.8 84.2 100 100 

 

草地管理 

草地・飼料生産 

草地形態 面積（ha）      ％ 

人工草地* 8,505 75.8 

自然草地 2,685 23.9 

青刈り 33 0.3 

合計 11,223 100 

* 牧草種子を播種したことのある草地であるが、そのほとんどは、良好な人工草地になっ

ていない。 
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畜産農家の牧区数 

牧区数 牧場数      ％ 

1～2 牧区 245 55 

3 牧区 84 19 

４牧区 45 10 

５牧区 27          6 

6～9 牧区 34          8 

10 牧区以上       ７          2 

合計 442 100 

 

飼養管理 

牛個体識別の方法 

識別方法 農家数      ％ 

耳標  14   3 

烙印  55  13 

名前 283  64 

個体識別なし  90  20 

合計  442 100 

 

牛の記録の状況 

記録タイプ 農家数      ％ 

出生  96  22 

発情  10   2 

交尾  37   8 

妊娠  17   4 

衛生  12   3 

まったく記録なし 346   78 

合計 442 100 

 

乳房炎発生農家 

程     度 乳房炎 農家数 

多い   ％ 少ない   ％ 

 

  ％ 

あり 249 46 18 203 82 56 

なし 193     44 

合計 442     100 
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補助飼料給与 

農  家  数 補助飼料 

補給している 補給していない 

補助飼料補給農家数

割合（％） 

鉱塩* 264 178 60 

岩塩 170 272 38 

ヨード添加塩 366 76 83 

配合飼料 39 403     9 

乾草     0 442     0 

サイレージ     0 442     0 

農業副産物 75 367 17 

上記飼料無給与       ―     5     1 

合計 442   

* 不断給与する農家もあるが、経済的理由により間隔を空けて補給する農家が多い。また、

鉱塩、岩塩等の区別がつかず、回答に混乱がみられる。 

 

家畜繁殖 

農家の申告による繁殖障害問題 

疾病名 農家数 全農家数に対する割合（％）

      247 56 

胎盤停滞 295 67 

流産 204 46 

 

 

畜産農家における繁殖感染症診断 

疾病 牧場数 発生牧場の割合％ 

ブルセラ病―結核病 91 21 

ブルセラ病      4 1  

レプトスピラ病      0          0 

トリコモナス      0          0 

IBR      0          0 

                   0          0 

なし 347 79 

合計 442 100 
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人工授精実施の有無（1997～2003） 

人工授精の結果 人工授精師 人工授精を実施した年〈1997

～2003〉 

人工授

精の有

無 

農家数 

優 良 普

通 

不可 農家自

身 

共同 依頼

種 

97 98 01 

 

02  03  

実

施

割

合

％ 

実施 13 1  11 1 0 3 2 8 P/H 1 1 4 2 5 3

実施せ

ず 

429              97

Total 442              100 

P; パルドスイス H; ホルスタイン,  99～00 は、実施例なし 

 

人工授精を放棄した農家、導入希望農家 

人工授精希望等の有無 農家数 ％ 

人工授精を希望 251 57 

人工授精を希望せず 191 43 

人工授精を放棄（かつて人工授精実

施） 

〈28〉 (6) 

 

 

家畜衛生 

家畜伝染病予防注射の実施状況（全農家数 422） 

疾病 農家数 実施した農家割合（％） 

口蹄疫 411 93 

狂犬病 288 65 

壊疽 396 90 

炭疽 26      6 

ブルセラ病      ７      2 

IBR      ０      0 

予防接種せず 31      7 
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子牛の下痢症の発生が見られる畜産農家 

程    度 月    齢 下痢症

の発生 

農家数 

多い ％ 少ない ％ ３ヶ月未満 3～7ヶ月 7 ヶ月以

上 

農家数

 

(％) 

あり 377 133 35 244 65 280 79 18 85 

なし 65        15 

合計 442        100 

 

技術指導 

牧畜関係団体に加入している農家 

所属団体 農家数           ％ 

ASOPLE(ヤパカニ牛乳生産者協会) 50 11 

AGAYAP(ヤパカニ牧畜協会) 35           8 

UNAPEGA* 19           4 

いずれにも所属せず 338 77 

合計 442 100 

 

畜産に関する講習会、技術指導などへの参加 

講習会等への参加 農家数     ％ 

継続して受講 61 14 

時々 115 26 

非常に稀 42         9 

参加した経験なし 224 51 

合計 442 100 

 

技術指導の有無  

技術指導の状況 農家数            ％ 

技術者による指導  74  17 

「畜産知識のある部落指導者」によ

る指導（予防注射、獣医師に指示さ

れた薬の投与など） 

 89   20 

農家間の協力（「畜産知識のある部

落指導者」とほぼ同じ技術レベル）

248   56 

技術指導なし  31    7 

合計 442 100 
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第１章 実施協議調査団の派遣 

 

１－１ 調査団派遣の目的 

 ボリビア政府は、2001 年に貧困削減に焦点を当てた３年間の行動計画 EBRP（ボリビア版

貧困削減戦略）を策定した。翌年発足した第二次サンチェス政権は、EBRP の継承を明確に

するとともに経済不況に対応し新たな開発の方向を示す政策として「プラン・ボリビア」

を発表、同プランに基づき EBRP を改訂し、現在のメサ政権も基本的に前政権の政策を継続

している。プラン・ボリビアの中期的農業政策は生産性向上と競争力強化を目指すもので

ある。同政策は４つの柱から成る ETPA（農業生産改革戦略）を採用しており、その柱のひ

とつが研究普及、農牧普及の地方分権化、技術の蓄積分配などからなる“技術躍進”であ

る。また同戦略の採用に伴い、農牧省は農業分野における７つの重要品目を選定しており、

酪農もその重要品目に選ばれている。 

 ボリビアにおける畜産技術普及活動は、これまで畜産団体や NGO により独自に行われて

きた。しかしいずれも普及専門の団体ではなく、技術指導の範囲が限定されている。さら

に畜産団体や NGO が独自に雇用している普及員の技術レベルも低いうえ、人によって異な

る指導を行うなど統一性に欠けているため、技術普及は十分に行われていないのが現状で

ある。その結果、小規模畜産農家は基礎的な技術的課題を抱えたまま今日に至っている。 

 これらの問題は小規模畜産農家の乳生産量（＝所得）に大きな影響を与えていることか

ら、小規模経営に適した技術改良を行い、その技術を農民へわかりやすく確実に伝えるこ

とが求められている。そこで国立家畜改良センターが中心となり、小規模畜産農家に対す

る技術普及のシステム作りのため、対象地域における技術普及の実証を行い、普及モデル

策定を行う本プロジェクトの要請がなされた。 

 これに対し、JICA は平成１５年１０月及び１６年４月に事前評価調査団を派遣し、プロ

ジェクトの詳細な情報の収集と分析を行い、活動計画（対象分野、期間、対象農家）及び

PDM を策定した。これらについて同調査団帰国後、関係者との協議の結果、若干の修正を加

えたことから、今般プロジェクトを開始するに当たり、プロジェクトの内容についてボリ

ビア事務所及び実施機関となる国立家畜改良センターに最終的な確認を行ったうえで R/D

を署名するものである。 

 

 

１－２ 調査団構成 

（１）総括       蔵本 文吉 

                   JICA ボリビア事務所長 

      

（２）協力企画     名井 弘美 

                    JICA 農村開発部第二グループ 畑作地帯第二チーム職員 
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１－３ 調査日程 

日  程 
月 日 

総 括 協力計画 
宿 泊 

9 月 27 日 月  ﾗﾊﾟｽ→ｻﾝﾀｸﾙｽへ移動 Sta.Cruz

9 月 28 日 火        

AM:CIAT 本部訪問 

PM:CNMGB 協議 

夕方：CETABOL 訪問 

CETABOL 

9 月 29 日 水  
ヤパカニへ移動、プロジェク

トサイト視察 

Buena 

Vista 

ﾗﾊﾟｽ→ｻﾝﾀｸﾙｽへ移動  
9 月 30 日 木 

調査団合流、プロジェクトサイト視察 
Sta.Cruz

AM：CNMGB 協議     PM：R/D 署名  10 月 1 日 

  

金 

   16:20 サンタクルス発    

10 月 2 日 土  ↓ 機中泊 

10 月 3 日 日  成田着   

 

 

１－４ 主要面談者 

〈国立家畜改良センター〉 

Daniel O. Calderon Bustos 所長 

Manuel Jesus Angulo 顧問 

Moisés Salinas Olmos 

José S.Romero R.                    

技術部長 

乳牛部長 

Juan C. Rivero S. 普及・技術移転課長 

   

〈ガブリエル・レネ・モレノ自治大学〉 

Julio A. Salek Mery 学長 

  

〈サンタクルス県庁〉 

  Lorgio Serrate Gianella             輸出・投資促進ユニット拡張地域責任者 

 

〈「小規模農家向け優良稲種子普及計画」技術協力プロジェクト関係者〉 

利光 浩三 チーフアドバイザー 

竹内 定義 普及 

石原 正敏 稲品種選抜 

大杉 恭男 業務調整／ベースラインサーベイ 

 Gustavo Pereyra Carballo            CIAT 所長 
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第２章 協議内容 

 

２－１ カウンターパートの確認 

 事前評価調査ではカウンターパートの人数及び分野が未決定であったため、この点に

ついて以下のとおり確認した。（括弧内は C/P 人数） 

 

(a) 普及・調査・研修分野（3名） 

(b) 畜産管理・繁殖分野（3名） 

(c) 繁殖・繁殖衛生分野（3名） 

(d) 品種改良分野（1名） 

(e) 牧草・飼料分野（1名）              

 

なお、これら 11 名はいずれも本業と兼務であるため、別途、普及／研修分野で１名の

フルタイムカウンターパートを公募にて新規雇用するとのことであった。 

 

２－２ 普及支援組織への追加   

  本プロジェクト実施体制図は事前評価調査団（第二次）付属資料１ミニッツの Annex III

のとおりである。サンタクルス県庁担当者より、技術支援組織に SEDAG（Servicio 

Departamental Agropecuario、県直轄の部門。付属資料３参照）を加えるべきとの意見

があり、国立家畜改良センターも同意したことからこれを加えることとした。 

 

２－３ PDM 案の確認 

事前評価調査で作成した PDM 案から別添のとおり変更した点について確認したところ、 

プロジェクト目標「Extension Models for Model Groups is developed for small-scale 

livestock farmers」の for Model Groups をなぜ外したのかとの質問があった。これに

ついて、「モデルグループにのみ適用可能なモデルを構築するのではなく、その他一般小

規模畜産農家にも当てはめられる普及モデルを構築しないと、他地域への普及ができな

いのではないか」と説明したところ同意を得た。 

  なお、事前評価では中小規模農家としていたところを小規模農家のみに絞ったのは、

ボリビアには中規模や小規模と定義する保有頭数の一定基準がないことによる。サンタ

クルス地域開発団体(CORDECRUZ)の資料によれば 1～300 頭保有を小規模、301～800 頭を

中規模、800 頭以上を大規模畜産農家として全国の分類をしているのに対し、サンタクル

ス牧畜協会(FEGASACRUZ)は 1～50 頭を小規模、51～300 頭を中規模、301 頭以上を大規模

として県内の畜産農家を分類している。そのため、中小規模畜産農家と表現した場合に、

1～300 頭、あるいは 800 頭までの幅広い規模の農家を対象とすることになってしまう。 

 本プロジェクトの対象地域であるヤパカニでは、11～30 頭の牛を保有している農家が

最も多く（調査実施 442 農家中 228 農家が該当、約 51.6％）、1～50 頭保有農家が調査農

家の 88.9％を占めている。本プロジェクト対象となる多くの農家が上のいずれの分類に

おいても小規模畜産農家に分類されることから、小規模畜産農家(small-scale livestock  
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